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は じめ に

ロ ー ト レ ッ クが 1 8 9 5 年 に 製 作 した 『ラ ・ ル ヴ ユ ・ ブ

ラ ンシュ』誌 の為 のポス ター （図 1 ） が ある。 このポス

ターのモデ ル ー黒 っぼい濃 い緑 色 の羽の飾 り付 いた帽子

をか ぶ り、毛 皮の ケー プをはお り、 マ フを手 に し、体 を

斜め に傾 け て い る女 性 こそが ミシア・ ナ タ ンソ ンで あ

る。 ロ ー トレ ッ ク は この ポ ス タ ー で 、 ミシ ア が 優 雅 にス

ケー トを し て い る姿 と して 表 現 し て い る 。 こ の ミ シ ア

（18 7 2 －19 5 0 ） とい う女性 は、今 で こそ画家 た ちが措 い

た絵 の 中のモデ ル としか登場 しないが、 当時のパ リで は

ほ とん どの文化 的な集 ま りで は、名 前が でない時 は ない

く ら い に 有 名 な女 性 で あ っ た 。 先 ほ どの ロ ー トレ ッ ク の

他、 ル ノ ワー ル、 ボ ナ ー ル 、 ヴ ュ イ ヤ ー ル 、 マ リー ・ ロ

ー ラ ンサ ン、 コ ク トー 、 ヴ ァ ロ ッ トン な ど多 くの 画 家 た

ちが彼女 の魅力 にひか れ繰 り返 し彼 女 を措 い てい るこ と

か ら も彼 女の存在 の大 きさに気付 か される。

も う 一 枚 ポ ス タ ー を あ げ て み よ う。 同 じ 『ラ ・ ル ヴ

ユ・ ブ ラ ン シュ』 誌 の為 の ポス ター 、 1 8 9 4 年 （図 2 ）

であ るが 、 こち らは ボナールが 制作 した もの であ る。上

流階級の若い上 目がちな瞳の女性 と労働者階級の新聞売

りの少年 の表情 が魅力 的な作 品であ る。 モ ノ トー ンで表

現された この ポス ター は 「1a revue blanche」の文字

の遊 び心 のあ る配列 と図柄 との絶 妙 なバ ラ ンス といい、

お しゃれな近代化 されたパ リの新 しいセ ンス が感 じられ

る作 品にな ってい る。 モテ ィー フの形態 の省略化 、抑 制

され た色彩 、背 景の壁 と人物 との融合等 、 ボナー ルのグ

ラフィ ックの才 能が余 す ところな く発揮 された作 品であ

る 。

こ こ に あ げ た よ う に 、 2 枚 の ポ ス ター は、 一 つ は ミ シ

アの存在 を もう一つ は彼 女 と 『ル ヴユ・ ブラ ンシュ』誌

との関 わ り示 して いる。 19 世紀 末か ら2 0世紀 にか け て、

画家や音楽家、文学者、バ レエ等当時の最先端の文化 と

関 わ りを持 ち、そ の鋭 い感性 で新 しい芸術 を読み、 世紀

末パ リで新 しい形 のパ トロ ンに なった女性 「ミシア」 に

焦 点 をあてなが ら、本 稿 では、 当時のパ リの文化状 況 と

『ラ・ ルヴ ユ・ ブラ ンシュ』 誌 の役 割 を概観 し、 この雑

誌 の頃の画家 た ちが描 い た ミシア像 に迫 ってい きたい と

思 う。

1 ． ミシアの生 い立 ち一
最初の結婚 まで

現 在 ではほ とん ど名前 を聞 かな くなって いる女性、 世

紀末 の ミュ ー ズ で もあ っ た ミシ ア （図 3 ） とは い っ た い

どうい う女性 なのか。ここで簡 単 にアーサ ー・ ゴール ド、

ロバ ー ト・ フ ィ ツ ツ デ イル 著 『ミ シ ア 』 を参 考 に しな が

ら、 生 い立 ち に触 れ てみ たい 。 ミシア は 1 8 7 2 年ペ テル

ブル グで誕生 してい る。 ミシアの父 で彫 刻家 であ った ツ

イブ レ ン・ ゴ ドブ ス キ は ポ ー ラ ン ドの 由 緒 あ る 名 門 の 出

身であ り、 アカデ ミック な作風 で、公 共の記念 像 の注 文

をと る こ と にか け て 名 人 で あ っ た 。 フ ラ ン ス か ら ポ ー ラ

ン ド、 オ ー ス トリ アか らベ ル ギ ー へ 、 ロ シ ア か ら イ タ リ

アとヨー ロ ッパ を駆 け巡 っていたエ ネルギ ッシュな芸術

家で あ っ た ご注1）ミ シ ア の 母 ソ フ ィ ー ・ セ ル ヴ ュ はベ ル ギ

ーの有名 なチ ェ リス トの娘 で家 はいつ も友 人や親類 た ち

で溢 れ て い た と伝 え られ て い る 。 こ こ は リス トや ベ ル リ

オー ズ らが時 々滞在す る有名 な家 であ った。 このセル ヴ

ュ家 に邸 の装飾 の ため に招 かれた ツ イブ レンは長女 ソフ

ィ ー と愛 し合 う よ う に な り1 8 6 5 年 結 婚 し た の で あ る 。

つま り、彫刻家 と音楽 一家 の結 びつ きで ある。 この両親

のもつ 芸術家 と しての素質、 環境 はの ちの ミシアに大 き

な影 響 を与 え る こ とに な る の で あ る 。

とはい え ミシアは決 して幸福 な環境 にいた とは考 え ら

れない。誕生 の話 は既 に伝 説的か つ劇的 な話 となって伝

え られてい る。 ミシアが母 のお腹 にい た時、父 はペ テル

ブル グ近 くの彫刻 の制 作 のた め ロシ アに滞在 してお り、

義母 の妹 オル ガ （ミシ アに とって は祖母 の殊 にあ たる）

と懇 意 になって しまっていた。ベ ルギ ーにい た ミシアの

母は 8 ケ月 の身重 の まま厳 寒 の ロ シアに列 車で 向か い、

その ま ま戸 口 で た お れ 、 ミ シ ア を 生 ん で 亡 くな っ て し ま

ったので ある。 ミシアの一生 はこの劇 的な幕 開けか ら始

まっ てい る。 1 8 7 2 年 3 月 3 0 日にペ テ ル ブル グで誕 生 し

た ミ シ ア は 、 マ リー ・ ソ フ ィ ー ・ オ ル ガ ・ ゼ ナ イ ー デ ・

ゴ ドブ ス カ と名 付 け ら れ た 。

彼 女 はその ままオ ルガの も とで育て られ たが 、父 はそ

の後 ワルシ ャワで裕福 なユ ダヤ人銀行家 の未亡 人マ テ イ

ル ダ ・ ナ タ ン ソ ン と結 婚 を し た。 ミ シ ア は ベ ル ギ ー の祖

母の も とに 引 き取 られ る 。 8 歳 の 時 父 ツ イ プ レ ン と義 母
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がパ リに居 を移 した時 にベ ル ギーか ら ミシアは呼 ば れ、

寄宿学校 へ入学 させ られ た。 しか し、彼女 は学校 にな じ

めず、親戚 を転 々 としなが ら修道 院の付属 学校 にはい る。

パ リでの ゴ ドブス キ夫 妻の家 はモ ンソー公 園の近 くの上

流 階級 の一画 で、芸術家 のサ ロ ンに なってい た。ドー デ、

ゴ ン ク ー ル 、 シ ヤル パ ンテ 工夫 妻 、 ガ ブ リエ ル ・ フ ォー

レ等が 出入 りしてい た。 コス モポ リタ ンな雰 囲気 で はあ

るが、 ポー ラ ン ド色の濃厚 なサ ロ ンで あ った とい われて

い る 。

ミ シ ア が ピ ア ノ に 関 心 を 持 つ よ う な っ て か ら、 フ ォ ー

レが彼 女 の先生 とな った。 もと もと母親 の家系 は音楽一

家 であ るため、彼女 に もその才能 が備 わって いたので あ

ろ う。 す ぐに ピ ア ニ ス トと して 有 望 で あ る と フ ォー レ は

感 じて い た ご注2）フ ォー レが ミ シ ア に 与 え た 最 高 の贈 り物

は音楽 を愛す る こ とで あ る。 そ の後 ミシ アは 18 歳 の時

パ リ を脱 出 し、 ロ ン ドンで 自由 気 ま ま な暮 ら しを して い

るが、そ の実態 は謎 であ る。彼 女 自身 もこの時期 の こと

を 自分の思 い出か ら抹殺 してい るか らで ある。 当時両家

のお嬢 さんが一人で下宿 を した り、仕 事 （ミシアの場 合

は ピア ノの先生 ） を して報酬 を得 るこ とな ど論外 の時代

で あ る 。ミ シ ア は複 雑 な生 い 立 ち とは い え 当 時 と して は、

自立 した考 え方 を持 っ た女性 であ っ た とい え る。 1 8 歳

の 彼 女 は パ リ の ク リ シ ー 通 りの 近 くに 部 屋 を借 りて 生 活

してい たが 、 あ る時 同 じアパ ル トマ ンの女優 シ ュザ ン

ヌ ・ アパ リル の パ ー テ ィ ー で タ デ ・ ナ タ ン ソ ン と出 会

う。彼 とは、 ミシアの最 初 の義母 の親 戚で あ る関係 で、

幼い頃 出会 っているが （何 故 な らタデ は ミシアの父 シプ

リア ンの 2 度 目の 妻 マ テ イル ダ の 甥 に あ た る か ら）、 す

っか り大人 に なった彼女 に タデ は惹 か れてい く。 もちろ

ん ミシア も感受性豊 かで、頭 が切 れ、野心 に満 ちてい る

4 歳 上の タデ に魅惑 され た。

タ デ ・ ナ タ ン ソ ン こそ 最 初 の ミシ ア が 結 婚 す る こ と に

な る男 で あ る 。 ミシ ア も タ デ も二 人 と も あ る 意 味 で は ア

ウ トロ ー で あ った 。（注3）ミ シ ア は 良 家 の 子 女 に あ る ま じ き

独立 した生活 を送 っていた し、 タデはユ ダヤ人で あった

ので、 当時経 済的 には恵 まれてい て も、社会 的 には厳 し

い環境 にお かれて いた。

結 婚 を控 えた 1 8 9 2 年 、 ミシア はパ リの大 人 の世 界 に

受け入 れ られ る よ う に な っ た。 ピ ア ニ ス ト と して の 最 初

にして最 後の演奏 会 に出演 してい る。 その コ ンサー トは

詩人で作 曲家 の歌 手モ ー リス・ ロ リナのため の音楽会 で

あっ た 。 当 時 ロ リナ は ロ ドル フ ・ サ リス と共 同 で あ の有
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名な シ ヤ ・ ノ ワ ー ル を創 業 して い た 。『ル ヴ ユ ・ ブ ラ ン

シュ 』 の 2 月 号 に ル シ ア ン・ ミュ ー ル フ ェ ル トが ミシ ア

のこの時 の演奏 につい て書い てい る。

「ロ リ ナ の ワ ル ツ 3 曲 が 、 コ ンサ ー トの 第 2 部 の 序 曲

として演奏 され た。 演奏者 は う ら若 き女性 、マ ドモ ワゼ

ル・ ゴ ドブス カで、 まれ にみ る感性 と個性 の持 ち主で あ

る。 マ ドモ ワゼ ル・ ゴ ドブス カは、偉 大 なセ ルヴ ュの孫

娘と聞いて いる。彼女 の血 が祖 父 の血 を受 け継 いでい る

のは確 かで あ り、将 来か な らずや偉大 な芸術 家 に成長す

るだ ろ う 」（注4）

ミシアの演奏 はいつ も情熱 的で嵐 の ような熱 っぼい も

のだ っ た と伝 え られ て い る。 フ ォー レ も ミシ アが 結 婚 す

るこ と を 涙 を流 して 残 念 が っ た とい う。

後 で詳 し く述べ るが、 タデ・ ナ タ ンソンは兄 弟 3 人で

『 ル ヴ ユ ・ ブ ラ ン シ ュ 』 とい う雑 誌 を創 刊 して お り、 タ

デは そ こで 自分 の書 い た評論 や連 載小 説 『影 のた め に』

を出筆 した りしていた文学 青年 であ った。 ヴュル レーヌ

やマル ラメにつ いて熱心 な信奉者 で もあった。 ミシアは

この タデ と知 り合 うこ とで、知 的な文学 や芸術 的セ ンス

を身に付 けてい ったので ある。結 婚す る直前 に祖 母 の死

があ り、そ の後す ぐに 「私 の誕生 の悲劇 は、そ の後の私

の運命 に深 い影響力 を及 ぼす ようにな った」と『回想録 』

で語 ってい るが、 前述 した とお りの 自分 の劇 的 な生 い

立ちを知 るのであ る。

こ う し て 二 人 は 1 8 9 3 年 4 月 に ブ リ ュ ッセ ル に 近 い イ

クセル で結 婚 した。 2 1歳 の ミシア は2 5歳 の タデ・ ナ タ

ンソ ンの妻 とな り、若 い二人 はパ リで彼 らの人生 の大 き

な一歩 を踏み 出すの であ る。 タデ との生活 は魅 力 的であ

った。若い画家、作家、俳優、音楽家たちの世界は、 ミ

シア に とっ て 楽 し く もあ り、 くつ ろ げ る 環 境 だ っ た 。

2 ．雑誌が果た した役割

19世 紀末 か ら20 世紀 にか けての文化や芸術において

の変貌 は、 おそ らく「近代化 」 とい う簡 単 な言葉 で は片

付け られ ないほ どの複雑 なあ らゆる面 での深み を持 って

いた と考 え られ る。かつ て ないほ どの新 しい様 式や 主義、

主張 が 噴 出 し、 そ れ らは20 世紀 へ の 向か う時 間軸 を猛

烈な ス ピー ドで 走 りぬ け よ う と して い た 。

ひ ところ前 まで は、王侯、 貴族、 皇帝等権 力 を持 った



「 措 かれ た ミシア」 の為 の覚 書

人々が文化 の担 い手 と して、芸術 を庇護 し、好 みの芸術

家を育 てその時代 の様式 を作 り上 げて いたがそ うした時

代が終 わ り、近代 とい う新 しい風 は 自由な 「市民 」階級

に勢 い を持 たせ始 めて いた。彼 らは とま どう旧体 制の人

たち を尻 目に新 しい価 値観 をつ くり出 して い った。「芸

術」 は新 しい文明 の利器 に力 を与 え られ、 次 なるス テ ッ

プを展 開 してい った。

「 18 8 0年 ごろか ら第 1 次 大 戦 にか け て、 テ ク ノロ ジ

ーと文化 の徹 底的 な変化が 、時 間 と空間 につい ての思考

と体 験 に決定 的 な新 しい モー ドをつ くりだ した。 電話 、

無線電信、Ⅹ線、映画、 自動車、飛行機などの技術的発

明は、 この ような新 しい方 向づ けの物 質的基礎 をつ くり

だした。意 識の流 れの小説 、精神分析 、 キュ ビス ム、相

対性理論 と言ったそれぞれ独立 した文化の発展 は、直接

意識 を形成 して いる。そ の結 果が生活 と思想 の次元 の変

換で ある」（ステ イー ヴ ン・ カー ン 『時 間 と空 間の文 化

1 880 －19 18 』法政大学出版局 1983）

ス テ イー ヴ ン ・ カ ー ンが 指 摘 し た よ う に 、「生 活 と思

想の次元 の変換 」 は身近 な ところで もす ぐに反応 しは じ

めて いた 。情 報 に 関 してい え ば、 19 世紀 末 は雑誌 文化

が急速 に花 開いた時代 で もある。文芸雑 誌 の創刊 が あい

つぎ、 その 中で取 り上 げ られ る芸術 は単 なる評 論 とい う

よ りは、そ こか ら新 しい価 値観 や文化 を創造 してい く源

の役割 をはた してい た。

パ リで は1 8 8 6 年 『ヴ ォ ー グ』、『サ ンボ リス ト』、『プ レ

イヤ ー ド』、『デ カ ダ ン』、 1 8 8 9 年 に 『プ リ ュ ム 』、 18 9 0

年に は 『メ ル キ ュ ー ル ・ ド・ フ ラ ン ス 』 が 創 刊 さ れ た 。

パリだけで はない。ベ ルギー では、1 8 8 1年 に 『ラー ル ・

モデ ルヌ』が創刊 され、 ドイツで は、 18 9 5年 に 『パ ン』、

翌年 『ユ ー ゲ ン ト』、『ジ ン プ リ ツ イ ス ム ス 』、 イ ギ リ ス

では1 8 9 3 年 に 『ス テ ユーデ イオ』、翌年 に 『イエ ロー ブ

ッ ク』が 発 刊 さ れ た 。 ウ ィ ー ンで も『ヴ ュ ル ・ サ ク ラ ム 』

が18 98 年 に創刊 されてい る。

どの雑誌 も先進 的 な画家 や デザ イナー と関係 し、批評

家と芸術家 が相互 に刺激 を与 え合 い なが ら当時 の先端 の

文化 の 中心 にな り、一般民 衆つ ま り読者 を育 て導 い た重

要な役割 を担 っていた のであ る。これ らの雑誌 の魅力 は、

もちろん総合 的に芸術 を把 握 してい る ところにあ る。 そ

れまでの批 評 は、美術、音 楽、 文学 に関 して いえば、一

般の新 聞や雑誌 の一部 の扱 い で しか な く、 このジ ャンル

を専 門に扱 う場所 は提供 され てい なか ったので ある。 と

ころが、 先 にあげ た文 芸雑誌等 は美術 評論 に多 くの紙面

をさ き、 読者 のみ な らず美術界 に刺激 と旋風 を巻 き起 こ

す役 割 を果た したの であ る。

こう した雑誌 の刊 行 と雑誌 が もた らす刺激 的 な先端 の

文化 の状況 の 中で、『ル ヴユ・ ブ ラ ンシュ』 誌が 誕生 す

る。 18 89 年夏 、ベ ルギーの温泉地スパでベルギー人の

弁護士 オーギ ュス ト・ ジュ ノーム と弁護 士 にな る勉 強 を

して い た ジ ョー ・ オ ッジ ュ と フ ラ ンス 人 シ ャ ル ル 、 及 び

ポール・ ル ク レール兄弟 が 出会 う。 4 人の若者 た ちは 自

分た ちの雑 誌 を刊 行 す る願望 を持 っ てい た。「ルヴ ユ ・

ブ ランシュ」 は 「白い雑誌 」 とい う意味 であ るが、 オ ッ

ジュ の説明 に よれ ば、「自はすべ て の色彩 の総 合」 を意

味であ り、 どの思想 や傾 向 にも染 まってい ない創 造 的で

この時代 の傾 向 を総 合的 に伝 えてい く雑誌 に したい とい

う思 いが詰 まっていた。 しか し、雑 誌 を刊 行す る為 には

経済 的 な援助 が必要 で あ り、内容 を理解 して くれ る協力

者の援 護 を探 した ところ、 オ ッジュの知 り合 いだ ったパ

リ に住 む ル イ ＝ ア ル フ レ ッ ド・ ナ タ ン ソ ン に 白羽 の 矢 が

たて られ た。 ナ タ ンソ ン家 はポ ー ラン ド系 のユ ダヤ人 で

故国で財 をな し、 パ リに在 住 して いた銀 行家 で あ った。

ア ル フ レ ッ ドは ア ダ ム ・ ナ タ ン ソ ンの 3 番 目の 息 子 で ア

レクサ ン ドル とタデの 2 人 の兄が いた。 この 2 人 の見 た

ちも こ の 計 画 に協 力 して くれ る こ と に な っ た の で あ る 。

最初、 この雑 誌の編 集の本拠 地 はル クレール家 の シャ ン

ゼリゼにあ る古 い館 にあ り、 ベ ルギーで 印刷 し、 隔月 で

出版 され た。 18 8 9年 12丹 1 日創刊 号 は 4 ペ ー ジの 薄 い

パン フ レ ッ トに す ぎ な い もの で 、「決 し て満 足 の い く も

ので はなか った」が、彼 らの主 旨であ る「あ らゆ る意見 、

あらゆる流派 に開か れた」雑誌 で ある こ とが宣言 され て

いた。（注5）第 1 号 は、 1 3 0 0 部印刷 され 、そ の うち 15 0 部が

パリで販 売 され た。頁 数 はす ぐに、 18， 3 2頁 と増 えて

いっ た。 しか し、 売 れ行 き に 関 し て は は じめ の う ち は さ

っば りで あ っ た 。 そ の 為 、 雑 誌 を発 刊 して 2 年 日の

1 8 9 1年 6 月 に は、話 し合 いの結 果 ナ タ ンソ ン兄弟 が 実

質的 な出版人 とな り、 父親譲 りの経営 感覚が あ った長兄

のア レクサ ン ドルが責任 者 とな った。 同時 に内容 に も変

化がみ られ、次兄のタデは美術や文学の評論を、末弟の

アル フ レ ッ ドは劇 評 を書 い た。 1 0 月 にパ リで新 装 号 を

刊行 し月刊発 行 とな り、 9 6頁 とい う立派 な内容 に まで

成長 した。 ここか らむ しろ本格 的 な 『ル ヴユ・ブ ラ ンシ

ュ』誌 の 活動 が始 まる こ とに なる。 18 8 9年 か ら1 9 0 3 年
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まで刊行 された この雑誌 の役 割 は、短 い期 間で あるの に

も拘 らず、 世紀 を挟 んで芸術 的 に大 きな役 割 を果 た した

重要 な存在 となっ た。 18 9 3年 7 月 に は、 この雑 誌 は美

術を批評 した り紹介 す るだけで な く、実 際の作 品 を雑誌

に掲 載す る ようにな った。「よ り内容 の充実 をはか る為 」

実行 され た この企 画 は、毎 号オ リジナ ルの版画 を 1 点ず

つ口絵 に掲 載 してい くこ とであ った。取 り上 げ られた画

家は ヴ ュ イ ヤ ー ル 、 ボ ナ ー ル 、 ル ー セ ル、 ドニ、 ロ ー ト

レ ッ ク、 ル ドン、 マ ネ、 モ ネ 、 コ ロ ー 、 ピサ ロ、 ル ノ ワ

ール 、 ヴ ァ ロ ッ トン等 で あ る 。（注6）（図 4 ）

1 8 9 0 年代 の ヨー ロ ッパ で この雑 誌 が最 も多 彩 で刺 激

的で多彩 な執筆 陣 を誇 っていた のは、 ナ タンソ ン兄 弟の

財政力 が あっ たか らであ る。「その意 味 でナ タ ンソ ン兄

弟の活動 は、近代 にお ける新 しい芸術 のパ トロ ンの実例

と して 、 貴 重 な もの と い え る で あ ろ う。」（注7）

3 ． サ ロ ン

パ リの文化 を担 って いたの は「サ ロ ン」 と呼 ばれ る社

交の場 であ る。 もともとサロ ンは貴 族階級 が生 み出 した

社交の ひ とつで あった。宮廷 が ヴェルサ イユ に移 り、パ

リの街 と宮廷 が 完全 に分離 した のが 18世 紀 で あ る。 こ

のことはヴ ェルサ イユ とパ リの距離 のみ な らず、宮 廷の

君主政体 の公的空 間 とパ リ上流社会 のサ ロ ンとの分離 を

意味 して い た。 この 分 離 は 19世 紀 には い っ て も続 き、

特に ル イ ・ フ ィ リ ッ プ の 時代 に は ます ます の 分 離 を も た

らした。こ うして「上 流階級」の人 々 を集 めた「社交界 」

が形 成 された。さ らに この社会 が のちの「パ リの名士達 」

の起 こ り とな る。 ア ン ヌ ・ マ ル タ ン ＝ フ ユ ジ ュ は サ ロ ン

につい て以 下の よ うに定義 して いる。

「サ ロ ンとはまず第一 に人 間であ り、 しば しば女性で

あり、 ま た場 所 で あ る。 しか し、 そ の 規 模 は 日 に よ っ て

も時間帯 に よって も異 なる。午後 の初め には何 人かの ご

く親 しい人 に しか ドアを開け ないあ る女性 が、夕 方四時

から六 時 に な る とひ っ き りな しに現 れ る何 十 人 もの 知 人

たち と会 っ た り、 お そ ら く夜 に は何 百 人 とい う 人 を ダ ン

スに招 待 す る こ と もあ る。 した が っ て 、 サ ロ ン とは 伸 縮

自在 の 空 間 な の で あ る。」（注8）

一人 の女性 が一 週間 の うち一 日を選 び、 午後二 時か ら

七時 までの問 に客 を迎 える習慣 は、 七月王 政期 に定着 し

たと言 われてい る。何曜 日は誰 のサ ロ ン、何 曜 日は誰 と

いう よ うに 曜 日を 決 め て行 わ れ て い た 。か つ て 〈モ ン ド〉
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（世間）は、古典主義時代 には信仰生活に対立 して、世

俗生 活 を意 味す る言葉 であ っ たの が、 19世 紀 に な る と

それ は 「ボ ンヌ・ ソ シュ テ」（上流社 会） 又 は 「 ソシュ

テ」（社 交 界 ） と呼 ば れ る も の と等 し くな っ た 。 サ ロ ン

の文化 は フラ ンス革命 以前の 旧体 制 の時代 の質 とは異 な

ってい るが、パ リの優越性 の維持 の ため に も衰 えるこ と

はなか った。

しか し、 19世 紀後 半 にな る と、貴 族 た ちだ け で はな

く、市民 た ちはそれ を 自己流 に消 化 しなが ら取 り入 れ始

める。例 えば 「マ ラル メの火 曜会」（注9）に も代 表 され る

ようなサ ロ ンにはそれ相 応の才 能の ある芸術家 か、名 の

ある人士 で なければ招 かれ るこ ともない し、紹 介 な しに

押しか けてい くことは慣 られ た。堅苦 しさを逃 れ た 自由

な市民 のサ ロ ンで も、 ある意味 で は選 ばれ た人で なけれ

ばな らなか ったわけで ある。彼 らのサ ロ ンの特 徴 はエス

プリの きいた知 的 な会話 ので きる刺激 的 なサ ロ ンで あ っ

た。

少 し説 明 を長 く な っ た が 、 こ う した 「サ ロ ン」 が パ リ

の最先端 の文化 の発信地 に なってい たので ある。そ の意

味で 、 パ リの コ ン コ ル ド広 場 に 近 い サ ン・ フ ロ ラ ン タ ン

通りの タデ・ ナ タンソ ン夫妻 の新 居 は20 世紀前 後の重 要

な「サ ロ ン」 であ った。

『ル ヴェ・ ブ ランシュ』の編 集室 は、仕事場 で ある と

と も に画 廊 で もあ り、 画 家 や 作 家 は定 期 的 に 集 ま り、 メ

ンバ ー が 揃 う と タデ の妻 で あ る ミ シ ア の い る 「パ リの 別

館」 と呼 ばれ てい たサ ン・ フ ロ ンタ ンの家 へ 向か った。

ちなみ に 「夏 の別館 」 と呼 ばれてい たのが フ ォンテーヌ

ブロ ー の森 に近 い ヴ ァル ヴ ァ ンの ラ ・ グ ラ ンジ ェ ッ トの

彼らの別荘 で あ る。「パ リの別館 」 に はマ ラル メ、 フ ォ

ーレ 、 ア ン ド レ ・ ジ ー ド、 ドビ ュ ッ シ ー 、 ロ ー ト レ ッ ク 、

ラヴェル、 フェ ネオ ン等 が集 い、「夏 の別館 」 には ヴ ュ

イヤ ー ル と ボ ナ ー ル は住 人 の よ うで 、 ロー トレ ッ ク は 土

曜か ら火 曜 まで過 ご した とい われて いる。

当時 の美術家 、文学者 、音楽 家た ち との交流 は、 もち

ろん 『ル ヴ ユ ・ ブ ラ ンシ ュ』 誌 の 為 に とい う 目的 が 第 一

義であ るが、 それ を別 に して もミシアはそ の人た ちを魅

きつ ける大 きな要因 となって いた。 かつてパ リの伝統 的

なサ ロ ンが女性 が仕切 ってい くもの であ った ように、 サ

ン・ フロ ンタ ンの家 で は ミシアが 主役 で あ った ので あ

る。

この雑誌 の執筆 者 には、詩 人の ヴュル レーヌ、マ ラル

メ、 ジ ュ ー ル ・ ラ フ オ ル グ、 フ ラ ンシ ス ・ ジ ャ ム な どの



「 措 か れた ミシア」 の為 の覚 書

大家 のほか アポ リネール、 ク ロー デル、ペ ギー も参加 し

てい る 。 文 学 者 と して は、 ア ン ドレ・ ジ ー ド、 レオ ン ・

ブル ム 、 ピエ ー ル ・ ル イ ス 、 オ ク ター ヴ ・ ミル ポ ー 、 ジ

ュー ル ・ ル ナ ー ル や マ ル セ ル ・ プ ル ー ス ト、 ア ル フ レ ッ

ド・ ジ ャ リ と い っ た 静 々 た る メ ンバ ー が 名 を 連 ね て い

る。 さ ら に 国 際 的 な広 が り と し て、 これ は 『ル ヴ ユ ・ ブ

ラン シ ュ』 誌 の 特 色 で も あ っ た が 、 ス トリ ン ドベ リや イ

プセ ン、 トル ス トイ や チ ェ ホ フ、 ニ ー チ ェ 、 マ ー ク ・ ト

ゥエ イ ン等 も誌上 で紹介 された。

美術や音楽、演劇 においても既成の概念 を打ち破 る新

しい表現 の 人 たち を誌 上 に登場 させ 、紹 介 して い った。

特に ボ ナ ー ル 、 ヴ ュ イ ヤ ー ル 、 ヴ ァ ロ ッ トン の ナ ビ派 の

画家 た ち とは深 い親 密 な付 き合 い で もあ った。（注10）芸術

や文化 だ けで はな く、 この雑誌 は社 会全般 に も広 く問題

意識 を もってい た。都 会化 す る中での労働 者 の貧 窮、産

児制限、女性 の地位 向上 、テ ロ等 当時湧 き上が って くる

社会問題 に も しっか りと視 点 を置 いて いた。 さ まざまな

話題が交錯 し、近代への急速な変化 は当時の世紀末の複

雑な様相 をます ます活 き活 き とした芸術 表現へ と結 びつ

けてい ったの であ る。

『ル ヴ ユ・ブ ラ ン シュ』誌 は 1 8 8 9 年 か ら1 9 0 3年 ま で

刊行 され たが、 ミシア と タデ の結 婚生 活 も 18 9 3年 4 月

から1 9 0 4年 2 月 で 終 わ りを むか え る。 最 初 の 結婚 で、

ミ シ ア は 実 際 に は タ デ と結 婚 す る と い う よ り 『ル ヴ ユ ・

ブラ ンシ ュ 』 誌 と暮 ら して い た よ う な もの で あ っ た 。

4 ． 画家 に措 か れた ミシア像

ミシアの魅力 は多 くの画家 たちの心 を捉 え、モ デル と

して作 品の 中で （彼女 自身 につ いて の名前 は消 えて しま

って も）、 今 日 も輝 き を保 っ て い る 。 彼 等 と っ て の ミ ュ

ーズ であ った 『ル ヴユ・ ブラ ンシュ』 時代 の ミシアを画

家た ち は ど う捉 え よ う と した の で あ ろ うか 。 以 下 か ら は

画家 たちが措 いた彼女 の姿 を迫 ってい きたい と思 う。

ロ ー トレ ッ ク の 〈『ル ヴ ェ ・ ブ ラ ン シ ュ 』 誌 の ポ ス タ

ー〉 18 9 5 年 （図 1 ） の ミシアはパ リの優 雅 でお しゃれ な

貴婦 人 と して措 か れて い た。 まだ2 0歳 代 の こ ろか らロ

ートレ ッ ク は ミ シ ア を 崇 拝 し、彼 女 を 「ラ ル エ ツ ト」（ひ

ばり） と呼 んでい た とい う。 ミシアの優 雅 です ばやい身

のこ な しへ の 賛 美 だ っ た ご注11）ロ ー トレ ッ ク独 特 の モ テ ィ

ーフの切 り方が この作 品で は見 られ る。 スケー ト靴 を履

いてい る足 の部分 まで は措 かれず、 スケ ー トを してい る

彼女の身体は斜めに傾 き、前かがみの姿勢は、見る人の

ほう に 迫 っ て くる 力 強 さ を 感 じ さ せ る 構 図 に な っ て い

る。赤 い水 玉模様 の コー ト、華 やか な毛皮の ケー プ とマ

フ、羽飾 りの帽子 の彼女 は ロー トレ ックが 当時彼女 に感

じて い た優 雅 で あ りな が ら ま さ に 「ラ ル エ ツ ト」 と呼 ぶ

にふ さわ しい軽 やか な姿 と して表現 してい る。 早描 きで

と ら え な が ら、 ロ ー トレ ッ ク は ミ シ ア の 性 格 を掴 ん で い

る。 プライ ドが 高 く知 的です ま した彼女 をけっ して美 人

に措い てい るわけで はない。 同年 に描 かれ た 〈ナ タ ンソ

ン家の食 卓〉（図 5 ）では ミシアの姿 をむ しろ醜 く措 いて

いる。や は り、 す ばや く捉 え られた タッチ でテー ブルの

上に はアル コールの瓶 が置か れ、 ミシア を囲む よ うにテ

ーブ ルにお客が席 に着 いて いる。サ ロ ンで の食事 を しな

がらの話 題が行 きか う様 子で あろ う。 ミシアはそ の存 在

を示 す か の よ う に ほ か の 人 た ち よ り も大 き く、 は っ き り

と表 現 され 、 ロ ー トレ ッ ク得 意 の デ フ ォ ル メ と画 面 前 面

の余 白を利用 した空 間の と りかたが見 受 け られ る。 しば

しば ロ ー ト レ ッ ク は女 性 を本 物 よ りず っ と醜 く措 く。 イ

ヴェ ッ ト・ ギ ル ベ ー ル に 「 ど う して こん な に 醜 く措 くの

か」 と尋 ね られた時 、彼 は 「どう して って、本 当に醜い

からで す よ」 と答 えて い るが 、（ナ タ ン ソ ン家 の食 卓 〉

でミシア は赤 毛で太 って だ らしな く措 か れ、実際 の年齢

よ りず っ と老 け て 表 現 され て い る。 ロー トレ ッ ク独 特 の

人間表現 で、 愛情 を持 ち なが ら、 時に意地 悪 く人 間の 内

面を浮 き彫 りに して い く方 法 で あ る 。 しか し、 時 と して

ロー トレ ック は ミシ ア の 本 来 の 姿 を 美 し く、 生 き生 き と

し た 姿 で 措 い て い る 。〈 ピ ア ノ を 弾 く ミ シ ア 〉 1 8 9 ケ年

（図 6 ） では、 ミシア は凛 とした姿 で表現 さえ、彼 女 の

得意 な ピアノ を弾 いてい る姿 をさ まざまな色彩 の光の表

現で効果的に描いている。緑、青、黄、茶、白等絡み合

った光 の複雑 な色彩 は ミシアの 身体 に輝 く光の効 果 とな

り、 画面 には澄 んだ潔い透 明感が 漂 ってい る。 ロー トレ

ックの確 かなデ ッサ ンカ に よる素 晴 ら しい ミシアの 肖像

である。鍵 盤 に置 かれ てい る ミシアの右 手 に画面 の 中心

があ る 。 ミ シ ア は既 に述 べ た と お り、 ピ ア ニ ス トと して

デヴュー を果た し、そ の演 奏 は誰 も聴 き惚 れ る情 熱 的な

もの で あ っ た 。 ロ ー トレ ッ ク も ミ シ ア に何 度 も演 奏 をせ

がんでい た と伝 え られ てい る。特 にロー トレックの お気

に入 りの 曲はベ ー トーベ ンの 『アテ ネの廃墟 』 だ った。

その曲 は昔 ロー トレックの母親 が よ く弾 いて いた 曲だか

らであ る。 彼 の描 いた ミシアは彼 女 の ピア ノの才能 に敬

意を表 したデ フ ォル メのない 「 ミシア」 像 に仕 上が って
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いる 。

ミシアは当時の上流 階級 の人 々が した よ うに劇場 を し

ばしば訪れ てい るが 、外 出先 での ミシアをロー トレック

は横 顔や 後姿 で措 い てい る。〈劇場 の マ ダム・ ナ タ ンソ

ン〉 1 89 5年 （図 7 ） と 〈桟 敷 席 の タデ と ミ シ ア〉 1 8 9 8年

（図 8 ） はその様 子 を捉 えて い る。 自宅 内 での ミシアの

くつ ろいだ姿 とは異 な り、二作 品共、 画面 の空間 には張

り詰 めた緊張 間が漂 ってい る。 後姿 の ミシアは簡単 なス

ケッチ風 で あ りなが ら、背筋 を伸 ば し、隙 のない美 しさ

をた たえて いる。肩 の線 は対角 線上 の斜 め右 上か ら左 下

へ置 かれ、画面 の奥行 きが この斜 め の線で作 られ る。 ま

た同時 に、 ミシアを画 家 は斜 め右 後 ろか ら眺 め、 ミシア

が眺 めてい るであ ろ う視 線の方 向へ画 面の奥行 きをつ く

る。 ミシアの頭 部 と背 中 には色 を全面 に施 し、私た ちの

視線 はその色彩 が施 してあ る部 分 に引 き付 け られ る。 ミ

シ ア の周 囲 の空 間 を措 き き らな い こ とで 空 間 そ の も の を

大き くみせ て いる。〈桟敷 席 の タデ と ミシ ア〉 1 8 9 8年 で

はタデ と ミシアの夫婦 の姿が斜 め右後 ろか ら捉 え られて

いる。 この夫婦 は話題 の展 覧会 や舞台、 カフェ・ コ ンセ

ールには揃 って出か けていた。 自分 たちの眼 と勘で確 か

めた 才 能 をパ トロ ン と して バ ッ ク ア ッ プす る の で あ る 。

その夫妻 の様子 が この作 品か ら伺 うこ とがで きる。 この

よ う に ロ ー ト レ ッ ク は ミ シ ア を そ の 時 々 で そ の場 にふ さ

わしい 姿 と し て描 き 出 して い る の で あ る 。

タデ ・ ナ タ ンソ ンが 「ル ヴ ユ ・ ブ ラ ン シ ュ の 画 家 」 と

よんだ のが、ナ ビ派 の画家 たち、その 中で も、ボナール、

ヴュ イ ヤ ー ル 、 ヴ ァ ロ ッ トンで あ る 。 こ の 3 人 は 居 候 の

ように当時 ミシアの邸宅 に出入 りが許 されて いた。そ の

親密 さ もあ っ て で あ ろ うが 、 3 人 と も ミ シ ア の姿 を多 く

は邸宅 内の姿 として表現 してい る。 もちろん ナ ビ派の彼

等に とって、 日常生 活そ の ものが重 要 なの であ り、「主

題」 とい う言葉 は関心外 とな る。 あ る意 味で 日常 の空 間

と時間 を措 いて い くのが ナ ビ派 の特徴 であ る。

〈 ミシ ア ・ ナ タ ン ソ ンの 朝 食 〉1 8 9 9 年 （図 9 ） は ナ タ

ン ソ ン家 で の 日 常 の 一 こ ま を 作 品 に し た も の で あ る 。

「 部 屋 に 入 っ た 時 、 い き な り 目 に 飛 び 込 ん で く る もの を

示す こ と」（往12）と い う言 葉 が 示 す よ う に、ボ ナ ー ル は こ の

作品で ミシアをテー ブルの上 に肘 をつ く姿 で措 き、画 中

には食べ かけの お皿等や果物 や飲 み物 とともに措 かれ て

いる。全体 と してぼんや りした輪郭 の なか、画面 中央奥

にい る メ イ ド服 の黒 に焦 点 が あ た り、 手 前 は カ メ ラで い

えば ピ ンボケ状態 で空 間を とらえてい る。穏 や かな、そ

れで い て 日常 の つ ま らぬ もの さ え 見 落 とす こ と を しな い

眼、 それ こそが 限 りな く近 い ものへ の心 理的 な距 離 であ

り、 画 家 は 「時 」 を そ の 中 に組 み こ ん で い く。 ミ シ ア も

日常 の こま ごま した物 も、画面の 中で は、主従 をつ けず、

ボナール の空 間 と時の世界へ 入 れ られ てい るの であ る。

ボ ナ ー ル は 〈 ミ シ ア と タ デ ・ ナ タ ン ソ ン〉 1 9 0 2 年

（囲 1 0） で 夫婦 の姿 を作 品 に して いる。若 く、 美 しい ミ

シアは開か れた ドアの前 に立 ち、 こち らに視線 を投 げか

けてい る。 タデ は少 し右奥 に座 って犬 と戯 れた姿 で措 か

れてい る。部屋 に入 った時最 初 に受 け た印象 をゆっ くり

ゆっ く り再 現 して い く。 窓 か ら差 し込 む光 、 開 け られ た

ドアの奥、 ぼんや りと した印象 の記憶 を確 かめ る ように

形を と っ て い くの で あ る。 この 作 品 で は ミ シ ア の ドレス

の縦 の タ ッチ、壁紙 のス トライ プ、 ドアや 窓の粋 が縦 の

リズ ム をつ く り、 と もす る と単 調 に な りが ち な空 間 に模

を さ し て い る。〈ミ シ ア ・ ナ タ ン ソ ン の 家 〉 1 9 0 4 年 （図

1 1） で も ボ ナ ー ル は効 果 的 に 白い ス トライ プ を使 っ て

いる。 おそ らく夏 の別館 と呼 ばれ ていた家 での ミシ アを

措い た もの で あ ろ う が 、 ミシ ア は ドア の 前 に 座 り本 を読

んで い る 。 ボ ナ ー ル に して は 明 快 な は っ き り と した色 の

施し方 の作 品であ るが、 ここで ミシア は玄 関の ひ とつの

風景 にな ってい る。 ボナー ルは繰 り返 し ミシア を措 いて

いるが 、 時 と して 威 風 堂 々 と した ミ シ アで あ っ た り、 お

ぼろげな ミシアで あった り、 その時 々情景 の中で彼 女の

姿を追 って いる。

現存 して いる写真 でみて も、 ミシアその ものがす ご く

美人 と言 う訳 で もな い 。 しか し さ ま ざ ま な 証 言 か ら も 、

彼女が姿 か たち以上 に身 に着 けた、今 で言 うところの オ

ーラ を発 して い た こ とは確 か で あ る。（注13）

彼女 と関 わった画家 たち は多 かれ少 なか れ彼 女 に愛 情

をもったが、 その 中で もヴュイヤー ルは真剣 に一時 ミシ

アを愛 してい た。 と もあれ彼が措 い た ミシアを見 てみ よ

う。〈 ミシ ア と タデ ・ ナ タ ン ソ ン〉 1 8 9 7 年 （図 12 ） は パ

リの サ ン・ フ ロ ン タ ン街 に あ っ た ナ タ ン ソ ンの アパ ル ト

マンの書斎 で の夫婦 の様 子 を措 いた作 品で ある。 ミシ ア

はピアノの前 の椅 子 に座 って ゆった りと時 を まどろんで

いるか の ようであ る。 ミシアの身体 は画面右上 か ら左 下

へ向か う対 角線上 に描 かれ、 その延長上 に、 夫の タデは

画面右端奥 にピア ノに手 をつ いて立 ってい る姿 で表現 さ

れて い る。 題 名 は 〈 ミシ ア と タ デ ・ ナ タ ン ソ ン〉 で あ る

が明 らか に画家 は ミシアの姿 を措 く為 に この作 品 を制作

してい る。壁 紙 の花柄模様 、 ピア ノカヴ ァー の コブラ ン
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「 描 か れた ミシア」 の為 の 覚書

模様、椅子の模様 と絨毯の柄等、室内の装飾的な模様が

この作 品の特徴 に もな ってい る。 それぞ れの物質感 とい

うよ りはそ の模様 の織 り成 す豊 か な装飾 の空 間 と時 間、

微妙 な光 に揺 れ て輝 いて いる室内 の 日常 の もの たち。ナ

タンソ ン家 に流れ てい る豊潤 な時 間 と空 間を支配 してい

るミュ ー ズ で あ る ミ シ ア を ヴ ュ イ ヤ ー ル は ほ ん の 一 時 だ

け時 を止め た ように措 い てい る。微妙 な色彩 の光 の表現

は、 しか し、 そ の 一 瞬 か ら移 ろ っ て い くこ と を感 じ させ

ているので あるが。

ヴ ュ イ ヤ ー ル の 別 の作 品 〈サ ン・ フ ロ ン タ ン通 りの ミ

シア と ヴ ァロ ッ ト ン〉 18 9 7 年 （図 13 ） で は ミ シ ア は テ ー

ブルにお茶 を飲 む姿 で措か れてい る。何 気 ない室 内の様

子が展 開 してい る作 品であ るが、 こ こで も注 目すべ きこ

とは、部屋 の壁 紙、 ミシアの衣服 の柄 ご左端 に ほんの少

し見 えて いる タデ のズボ ンの布 地、画 面全体 は豊 かな装

飾か らの イメー ジを私 た ちに与 えて くれ る。 印象派 の掴

まえた光 ではな く、壁 紙、衣装 等 日常 の何気 ない物 か ら

発す る光が画 面 に溢 れてい る。 ミシア とい えば、画面 の

前面 で ご く普 通の時 間 と空 間 を過 ご してお り、 まるで ど

うで もい いスナ ップ写 真の よ うな構 図配置 で措 か れてい

る。 堅 苦 しい 「主 題 」 とい う もの は な く、 日常 の 「親 し

み」 とい う もの が 画 面 を支 配 して い る 。 ヴ ュ イ ヤ ー ル に

はしば し ば 「ア ンチ ミス ト」 とい う形 容 が さ れ るが 、 ギ

ュス ター ヴ・ ジ ェ フ ロ ウ は彼 に つ い て 次 の よ う に述 べ て

いる。

「ヴュ イヤール氏 の措 く情 景 は、氏 が魅力 的 なユ ーモ

アを持 っ た ア ンチ ミス トで あ る こ と を 示 し続 け て い る。

憂愁 と滑稽 を混ぜ 合 わせ る術 を心得 、 そ れ らを器 用 に

調合 してみせ る。そ して重 々 しい陰影 に包 まれた室 内に

光の不 思議 な閃 きや色彩 の輝 きを現 出せ しめ る ので あ

る」（注14）

天 野知香 氏 は 『装 飾／芸 術 』で以 下 の よ うに指摘 して

いる。 ヴ ュ イ ヤ ー ル に代 表 さ れ る ア ンチ ミス トの 元 に な

る言葉 、「in tim e」は「内部」を示す ラテ ン語 の「in te rior」

の最上級 か ら成 立 し、 その語源 は二つ に大別 され る。 一

つは、物 や精神 の 「深 奥の」 とい う意 味で、 もうひ とつ

は物 と物、人 と人 との間の 関係 が 「親密 な」 とい う意 味

と説 明 して い る 。（注15）

ヴュ イヤ ールの作 品に 「親 しみ」 は物 の本 質、個人 の

深い心 情 とい う精神性 と物質 的 な結合 か らの 「もの」 と

の結 び つ き ま で を含 め て 考 え られ 、「親 し み 」 とい う も

のが 、単 なる表面 的な 「親 しみ」 を越 えた深 い愛情が深

層に流れ てい るのであ る。 したが って一 般的 には、家庭

での安 ら ぎに代 表 され る よ うな、 緊張 で はな く緩 慢 さ、

動に 対 す る 静 、 明快 さ よ りも暖 昧 さ、 オ フ ィ シ ャル な も

のよ りは プ ラ イ ヴ ュー トな 空 間 とい っ た もの が そ の イ メ

ージ で あ る 。 ヴ ュ イ ヤ ー ル の 作 品 に は ミ シ ア と彼 女 を と

りま く人 たちや 日常の物 や空気 を この情 感 を込 めた 「親

密さ」 を 目的 と して 措 こ う と して い る の で あ る。 ヴ ュ イ

ヤールの人物 像 は ミシアに限 らず 、 ほ とん どの場合 、絵

を観 る人 と視 線 を交 わす ことは ない。 画家 は何気 な く、

たまた まその場 と空間 に出 くわ し、 日常 を垣 間見 る視点

で画 面 を構 成 させ てい く。 この時期 の ヴュイヤ ール は色

彩の き らめ きを持 った装飾 的 な画 面で 日常 を織 り込 んで

いるので ある。 さ らに画面 か ら感 じられる この肌触 りの

ような筆 の タッチ の効果、 大 まかに単純化 した形 態、 こ

れらは如何 に も親 しん だ もの を愛 しむか の ように穏 や か

で、至福 な時間 を観 る ものに与 える役割 を果た してい る

のであ る。 ボナ ール とい い、 ヴュイヤ ール とい い 「ルヴ

ユ・ ブ ラ ンシュの画家」 と呼 ばれた彼等 の最 もいい時期

の作 品が これ らの作 品 に表 れて いるの である。 ヴュ イヤ

ール は 日常 生 活 の シー ンの ミシ ア を誰 よ り も多 く措 い た 。

タデ・ ナ タンソ ンに 「非常 に風変 わ りな」 と言 われ た

画家 ヴ ァ ロ ッ トンの 木 版 の シ リー ズ に 〈ア ン テ ィ ミテ 〉

1 8 9 7 －9 8 年 （図 1 4） が あ る 。「ア ンテ ィ ミテ」の解 釈 に

ついて はヴュ イヤールの ところで既 に述べ たが、 この版

画の シリーズで ヴ ァロッ トンは親 しい男女 の営 みの中 で

おきる ドラ マ の よ うな 感 情 を描 き出 し て い る 。 同 じ よ う

に木 版 の 〈シ ン フ ォニ ー 〉 18 9 7 （図 1 4 ） は タデ と ミ シ ア

をモ デ ル に して い る と思 わ れ 、 ピ ア ノ を弾 く ミシ ア を黒

白の世 界の 中で展 開 して いる。 ボナー ルや ヴュイヤー ル

の日常 の 「親 し さ」 よ り もヴ ァ ロ ッ トン は 人 間 の 日常 奥

に潜 む心理 ドラマ をテーマ に光 と影 の陰影 を生 か した効

果的 な辛 らつ な現実 世界 の 「ア ンテ ィ ミテ」 を生 み出 し

てい る と い え よ う 。〈事 務 机 に 向 か う ミ シ ア 〉 1 8 9 8 年

（ 図 1 6 ）、〈 ミシ ア 〉 18 9 8 （図 17 ） と ヴ ァ ロ ッ ト ンの捉 え

たミシア像 はいず れ も、孤独 感が漂 っている。光 と影 の

極端 な コ ン トラス ト、 大 きな 強 い ピ ン ク の ドレ ス を身 に

着けた ミシアは華 やか な色 の ドレス とは対 照的 に表情 は

淋しい。 ボナー ルやヴ ュイヤー ルの装飾 的な柔 らか な輝

きの 日常の空気 で はな く、構 図や モテ ィー フを単純 化 し

たなかに、逆 に人物 の背後 の心理 ドラマ を浮か び上 が ら

せよ うとす る面 白さが作 品の魅 力 にな ってい る。 これ ら

の作 品 はナ ビ派 とはい え、「異 邦 人の ナ ビ」 と呼 ばれ て
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いたヴ ァロ ッ トンの浮か び上が らせ た ミシア像 なので あ

ろう 。

最後 に彼女 を措 いた画家 の うち、 当時一番 老齢 であ っ

たル ノ ワ ー ル の ミ シ ア を挙 げ て お こ う 。 ミ シ ア の 威 風

堂々 と し た姿 を と らえ た の が 、 ル ノ ワー ル で あ る。 ル ノ

ワー ル の 措 い た ミシ ア 像 は、 少 な く と も 7 点 あ る と考 え

られ て い る。 こ う考 え る理 由 は 、 ル ノ ワ ー ル 自身 の 手 紙

で「次 の 7 番 目の 肖像 画 で は 、 今 ま で ど れ よ りも もっ と

も美 しい 貴 方 を措 くつ も りで す 」 と語 っ て い る か らで あ

る。（19 0 6年 7 月 3 日付 け ミ シ ア 宛 の 手 紙 ） ル ノ ワ ー ル

がミシ ア を描 い た 頃 に は 、 残 念 なが ら タ デ と ミ シ ア の 仲

は終 わ り、 ミシアは 当時不 可解 な大 金持 ち、『ル・ マ タ

ン』紙 オ ー ナ ー の イ ギ リス 人 の エ ドワー ドの も とに い た。

その う ち の 1 点 〈 ミ シ ア の 肖像 〉 1 9 0 4年 （図 1 8） は ゆ

った り と ソ フ ァ に座 り、 ば ら色 の 肌 と豊 か な体 躯 を した

ミシアがそ こに は表現 され てい る。 ル ノワールお好 みの

女性 の豊 か さであ る。 ル ノワール は彼 女の裸体 の胸 を措

きた か っ た よ うで あ る が 、 ミシ ア は 断 っ て い る 。 そ れ に

して も暖色系 のや さ しい色彩 に包 まれ、真珠 の輝 きを持

つ肌 の表 現 は晩年の ルノ ワールの様式 の ミシアであ る。

最後 に

ミシアに宛 てた ボナールの手紙 に「あ なたをモデ ルに

するこ とので きる画家 は幸運 だ と思 わなけれ ばな りませ

ん。あ なた はまだ 自分 に相応 しい画家 にか いて もらった

ことが あ りませ ん （これは私 自身 に言 い聞かせ てい る こ

とで 、謙 虚 を装 ってい る ので はあ りませ ん）」（1 9 0 4年

ミシア宛 のボ ナール の手 紙） と書 かれ てい るが 、 ミシア

の魅力 を どの画家 も感 じてい なが ら、作 品で それ を掴 む

ことの 難 し さ を伺 う こ とが で きる 。 こ の 文 面 は ミ シ アへ

の賛 美 と と も に そ の こ と を語 っ て い る の で あ る が 、 こ の

感想 はお そ ら く当時の画家 の共通 の想 いで もあった と言

えるか もしれ ない。 当時 、花 の ような彼女 を、誰 もが振

り向 き、誰 もが憧 れた その形以上 の雰 囲気 を画家 た ちは

捉え き れ な い も どか しさ を 持 っ て い た の で あ ろ う。

ミシア 自身 も多 くの鮮 烈 な個性 た ちの中で、知 識の吸

収と新 しい感受性 を磨 き、 ロー トレ ックやボ ナール、 ヴ

ュイ ヤ ー ル 、 ヴ ァ ロ ッ トン等 を育 て なが ら、 彼 等 の パ ト

ロン と な っ て い た 「ル ヴ ユ ・ ブ ラ ン シ ュ」時 代 が 終 わ り、

ミ シ ア は次 の 別 の 形 の パ トロ ン時 代 へ と入 っ て い くこ と

にな る の で あ る。 ミ シ ア の 青 春 時 代 も 「ル ヴ ユ ・ ブ ラ ン
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シュ 」 時 代 と と もに 消 え 、 そ の後 ミ シ ア は 、 ア ル フ レ ッ

ド・ エ ドワー ドと結 婚 し、 離 婚 。 さ らに ス ペ イ ン人 画 家

ジョゼ・ マ リア・ セー ル と結婚 、離婚 を繰 り返 し波乱万

丈な生涯 を送 るこ とになるの であ る。

［注］

注1 「ハ ンサ ム で、 ス ラ ヴ民 族 独 特 の魅 力 に あ ふ れ た ツ イプ リ

エ ン・ ゴ ドブ ス キ は公 共 の 記 念 像 の注 文 を とる こ とに か け

て は 名 人 で あ り、 フ ラ ンス か ら ポ ー ラ ン ドへ 、 オ ー ス トリ

ア か らベ ル ギ ー へ 、 ロ シ アか ら イ タ リ アへ と、各 国 を 行 っ

た り来 た りして い た 。」 ア ーサ ー ・ ゴー ル ド、 ロバ ー ト・ フ

ィ ツツ テ イル 著 、 鈴 木 主 税 訳 『 ミシ ア ーベ ル・ エ ポ ック の

ミューズ と呼ばれた女』草思社、 1985 年 、p ．16

注2 「 フ ォー レ は、 ミシ アが ピ ア ニ ス トと して大 成 す る と信 じ

て い たの で あ る 。」 前 掲 『ミ シア 』p ．44

注3 「 ミ シ ア は良 家 の子 女 に あ る ま じ く家 族 か ら独 立 して い た

し、 タデ は ユ ダヤ 人 だ った 。 当 時 は反 ユ ダ ヤ主 義 とい う偏

見 が ヨー ロ ッパ に は浸 透 して い た。 タデ は金 持 ち と し て 、

しぶ しぶ認め られてお り、一歩で も社会通念 を踏 みはず そ

う もの な ら軽 蔑 さ れ た。」 前 掲 『 ミシ ア』 p ．4 1
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6
7
8

注

注

注

注

注

前掲 『ミ シア 』 p ．4 3

高階秀爾著 『世紀末 の美神たち』集英社、1990 年、p 128

坂上 桂 子 『夢 と光 の画 家 た ち 』 ス カ イ ドア、2 002 年 、p ．164

前掲 『世紀末の美神 たち」p．78

アンヌ・ マ ル タ ン ＝ フユ ジュ 著 、 前 田祝 一 監 訳 『優 雅 な 生

括』新評論、2 00 1年、p．120

注9 ローマ街 にある 自宅で開かれた 「火曜会」 と呼 ばれる会合

に は、 数 え れ ば キ リが な い もの の 、 画 家 の モ ネ、 ル ノ ワ ー

ル、 そ して ドガ な どの 印 象 派 を は じめ ゴー ギ ャ ンや ドニ 、

ホ イ ッス ラ ー 、 詩 人 の ヴ ュ ル レー ヌ 、 ヴ ァ レ リー 、 作 家 の

オ ス カ ー・ ワ イ ル ド、 ア ン ドレ・ ジ ッ ド、 作 曲家 の ドビ ュ

ッ シ ー な ど、 静 々 た る 芸術 家 が 集 ま った 。 ミ シ ア も参 加 し

てい る。 187 7年 －78 年 頃 か ら火 曜 日に な り、有 名 な 「火 曜

会」 は83 年 か らはじまった。相原康夫著 『マ ラルメの火曜

会』丸善ブ ックス、 199 4年参照

注10 ナ ビ派 の画家 たちは当時ルヴユ・ ブ ランシュ誌が積極的 に

彼 等 を紹 介 し、 オ リジ ナ ル作 品 を 掲 載 し、 これ らの オ リ ジ

ナ ルの 版 画 は後 に 『ル ヴ ユ・ プ ラ ン シュ 作 品 集 』 と して ボ

ナ ー ル の 表紙 の一 冊 に ま とめ られ 、 刊 行 され た。

注1 1 前 掲 『 ミシ ア』 p ．66

注12 『ル ドン／ボナール』学研 、 19 92 年、 p ．66

注13 「 ミッ シ ヤ は、 た だ単 に美 しい と言 うだ けで は不 充 分 だ っ

た 。 彼 女 を よ く知 っ て い る ア ル ベ ー ル・ ア ン ドレ は、 彼 女

が レス トラ ンへ 入 っ て 来 る と皆 食 べ る の を止 め て し ま う と

言っていた。」 ジャン・ルノワール著、粟津則雄訳 『わが父

ル ノワール』みすず書房、 19 64 年、 p ．39 1

注14 天野知香著 『装飾／芸術』ブ リユ ッケ200 1年、 p ．125

注15 前掲 『装飾／芸術』p．126
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図1 3 ヴ ュイ ヤー ル
〈サ ン・ フ ロ ンタ ン通 りの ミ シア とヴ ァ ロ ッ トン〉 1 8 9 8 年
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図16 ヴ ァロ ッ トン 〈事 務 机 に向 か う ミシア〉 1 8 9 8 年

図1 7 ヴ ァ ロ ッ トン 〈 ミ シ ア 〉 1 8 9 8 年


